
令
和
５
年
５
月
24
日
、三
島
市
・
み
し
ま
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
て
、第
66
回
定
時
総
代
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
、物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
に
続
き
、森
川

理
事
長
よ
り
開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
部
は
、株
式
会
社
デ
ィ
グ
ス
ピ
ー
ク
代
表

取
締
役
、小
沼
み
の
り
氏
に
よ
る「
静
岡
全
市
町

を
取
材
し
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
伝
授
！
バ
ズ
る

店
作
り
と
は
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、接

客
の
対
応
、話
し
方
、笑
顔
の
作
り
方
、発
声
・
表

現（
言
い
方
）の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
の
総
代
会
は
、議
長
に
東
部
会
の
名
古

屋
副
理
事
長
が
選
任
さ
れ
議
事
が
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

・
中
期
経
営
計
画（
５
か
年
）ビ
ジ
ョ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
、組
合

と
組
合
員
の
成
長
戦
略
〜
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時

代
に
適
応
し
た
組
合
と
組
合
員
の
強
靭
化
を
目

指
し
ま
す
〜
」

総
会
議
事

第
１
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
改
選

総
代
会
議
事

第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、収
支
決

算
書
、貸
借
対
照
表
、財
産
目
録
、剰
余
金
処
分

（
案
）、互
助
会
収
支
決
算
書
及
び
監
査
報
告
に

つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
５
年
度
事
業
計
画（
案
）及

び
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
令
和
５
年
度
組
合
費
の
賦
課
額

及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
４
号
議
案  

令
和
５
年
度
借
入
金（
運
転
資
金
）

最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
理
事
補
欠
選
任
に
つ
い
て

総
会
議
事
・
第
１
号
議
案
、総
代
会
議
事
・
第

１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
は
原
案
ど
お
り
全

て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
部
表
彰
式
は
、八
木
静
岡
県
健
康
福
祉
部

長
、全
飲
連
会
長
の
森
川
理
事
長
に
よ
り
、表
彰

状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
四
部
の
懇
親
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
、参
加

者
は
他
支
部
と
の
交
流
を
大
い
に
深
め
ま
し
た
。

第
66
回
定
時
総
代
会
開
催

友 愛 と 団 結
秩 序 と 繁 栄
品質、価格、サービス
食の安全・安心
SDGsへの取り組み
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特
別
表
彰
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
１
名

岡
本
　
静
江（
三
島
）

引
退
役
員
理
事
長
感
謝
状
４
名

柿
田
　
武
史（
熱
海
）  

故
服
部
　
博
義（
沼
津
）

田
中
　
通
弘（
焼
津
）  

故
伊
藤
　
　
彰（
掛
川
）

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

横
山
佳
之
熊
本
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
・
大
会
実
行
委
員
長
か
ら「
本
大
会
を
通

じ
て
災
害
か
ら
の
復
興
と
、そ
の
先
の
発
展

を
、熊
本
の
豊
か
な
食
を
通
し
て
感
じ
て
欲

し
い
。」と
挨
拶
さ
れ
、森
川
進
全
国
飲
食
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
会
長
が「
組
合

員
一
丸
と
な
り
、社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
て
飲
食
業
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
。」と
式

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、大
会
で
は
、飲
食
業
の
発
展
に
貢
献

し
た
個
人
、団
体
を
表
彰
し
た
後
、岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
熊

本
県
知
事
、熊
本
市
長
ら
の
来
賓
挨
拶
が
続

き
、最
後
に
消
費
者
へ
の
安
心
安
全
の
提
供
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
、飲
食
業
の
発
展
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

次
期
開
催
地
は
令
和
６
年
６
月
26
日
石

川
県
金
沢
市
に
お
い
て
、大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に『
き
ま
っ
し
　
み
ま
っ
し
　
食
べ

ま
っ
し
！
』と
掲
げ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

小
澤
　
勝
好（
静
岡
）　
水
口
智
津
子（
静
岡
）

内
田
　
桂
一（
静
岡
）　
小
西
　
雅
紀（
焼
津
）

塚
本
　
辰
美（
焼
津
）　
吉
川
　
和
宏（
焼
津
）

山
本
　
悟
己（
藤
枝
）　
大
竹
　
　
武（
藤
枝
）

荻
野
　
文
子（
藤
枝
）　
薮
崎
　
眞
弓（
藤
枝
）

渡
部
　
　
晋（
藤
枝
）　
福
本
　
鈴
香（
島
田
）

石
田
　
順
一（
島
田
）　
有
間
　
悦
子（
島
田
）

安
間
　
晋
介（
袋
井
）　
大
倉
　
利
文（
袋
井
）

徳
倉
　
康
雄（
浜
松
中
央
）　
平
田
　
隆
康（
浜
松
中
央
）

静
岡
県
健
康
福
祉
部
長
表
彰
10
名

中
島
　
稲
一（
戸
田
）　
原
賀
　
昭
好（
沼
津
）

滝
口
秀
樹
（
御
殿
場
）　
篠
原
　
一
嘉
（
富
士
吉
原
）

村
越
　
直
己（
清
水
）　
増
田
　
　
博（
静
岡
）

大
塚
　
富
徳（
初
倉
）　
秋
野
え
み
子（
島
田
）

大
橋
　
秀
良（
天
竜
）　
江
崎
　
俶
子（
浜
松
中
央
）

全
国
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

会
長
感
謝
状
10
名

岩
田
　
千
秋（
御
殿
場
）　
田
嶋
　
直
人（
富
士
吉
原
）

畠
山
　
　
寿（
富
士
吉
原
）　
岩
崎
　
　
仁（
富
士
宮
）

岩
堀
　
一
博（
静
岡
）　
谷
津
　
敦
子（
静
岡
）

北
川
　
剛
志（
藤
枝
）　
斉
田
　
　
登（
相
良
）

小
野
田
た
え
子（
小
笠
）　
萩
原
　
孝
行（
袋
井
）

静
岡
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
表
彰
42
名

小
澤
　
　
毅（
熱
海
）　
田
中
　
　
勝（
熱
海
）

木
村
　
俊
一（
熱
海
）　
高
橋
　
一
美（
熱
海
）

増
田
　
真
啓（
伊
東
）　
上
嶋
　
玲
子（
稲
取
）

鈴
木
　
貴
子（
稲
取
）　
原
田
　
佳
見（
稲
取
）

斎
藤
　
信
義（
下
田
）　
平
山
奈
見
子（
下
田
）

後
藤
　
翔
馬（
下
田
）　
武
　
　
和
子（
大
仁
）

田
中
　
季
次（
三
島
）　
小
林
　
　
訓（
沼
津
）

川
口
　
　
亨（
沼
津
）　
池
田
　
幸
子（
沼
津
）

中
西
　
智
也（
富
士
吉
原
）　
山
本
　
正
子（
富
士
吉
原
）

川
上
　
則
子（
富
士
宮
）　
國
持
　
由
佳（
富
士
宮
）

遠
藤
　
博
子（
富
士
宮
）　
海
野
　
秀
樹（
静
岡
）

松
下
　
陽
介（
静
岡
）　
奥
田
　
博
海（
静
岡
）

静
岡
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
感
謝
状
10
名

中
野
一
南
子（
伊
東
）　
雨
宮
　
高
彦（
沼
津
）

遠
藤
　
　
尚（
沼
津
）　
早
川
愛
宮
美（
沼
津
）

大
溝
美
智
子（
静
岡
）　
高
野
　
利
秋（
静
岡
）

村
越
　
太
郎（
静
岡
）　
山
口
久
美
子（
焼
津
）

喜
田
志
計
野（
島
田
）　
川
口
　
金
美（
島
田
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
60
回
全
飲
連

全
国
熊
本
県
大
会
開
催

令
和
５
年
６
月
14
日「
熊
本
地
震
か
ら
の

復
興
・
発
展
の
未
来
・・・
共
に
そ
の
先
へ
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、熊
本
県
熊
本
市
の

熊
本
城
ホ
ー
ル
に
て
、来
賓
、各
都
道
府
県
の

役
員
・
組
合
員
な
ど
１
５
０
０
人
が
参
加
し

原賀昭好様による代表謝辞

令和 5 年 9 月28日 第103号　（2）



（3）　第103号 令和 5 年 9 月28日

全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
主
催

の「
生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」を
、西

部
地
区
は
５
月
30
日
に
浜
松
市
・
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
浜
松
、中
部
地
区
は
６
月
６
日
に
藤

枝
市
・
小
杉
苑
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

嘉
野
内
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
　
社
会

保
険
労
務
士
　
嘉
野
内
雅
文
先
生
を
講
師
に

招
き
、「
収
益
力
向
上
の
取
組
ヒ
ン
ト
〜
人
材

確
保
の
工
夫
〜
」を
演
題
と
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、生
産
性
向
上
・
収
益
力
ア
ッ
プ
・
人
材

の
確
保
、改
善
へ
の
取
り
組
み
、助
成
金
・
補

助
金
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例

を
取
り
上
げ
、飲
食
業
経
営
の
上
で
た
い
へ

ん
に
役
立
つ
内
容
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、11
月
１
日
、三
島
市
・
み
し
ま
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
東
部
地
区
で
の
収
益
力

向
上
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

全
国
熊
本
県
大
会
表
彰
受
賞
者

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
理
事
長
表
彰

山
崎
　
　
仁（
蒲
原
）

自
由
民
主
党
総
裁
感
謝
状

浅
井
　
雅
広（
島
田
）

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

河
原
﨑
俊
行（
御
前
崎
）

厚
生
労
働
省
医
薬・生
活
衛
生
局
長
表
彰

柴
田
　
孝
之（
静
岡
）

杉
山
　
　
誠（
浜
松
中
央
）

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会

理
事
長
感
謝
状

合
月
　
唯
之（
藤
枝
）

全
飲
連
会
長
特
別
感
謝
状

島
田
支
部

全
国
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

会
長
表
彰

飯
田
　
　
勝（
伊
東
）　
土
屋
　
　
修（
下
田
）

正
木
真
理
子（
下
田
）　
宮
代
　
満
枝（
沼
津
）

杉
山
　
雄
一（
裾
野
）　
森
田
　
一
久（
富
士
吉
原
）

増
田
　
昌
男（
静
岡
）　
山
本
　
光
祐（
天
竜
）

「
飲
食
業
持
続
可
能
な
経
営
推
進
事
業
」を
受

託
し
ま
し
た

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、「
持
続
可
能
な

社
会
・
経
済
」の
実
現
が
社
会
的
課
題
と
し

て
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
、飲
食
業
に
お
い
て

も
取
り
組
み
の
推
進
が
必
要
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、消
費
者
は
サ
ス

静
岡
県
委
託
事
業

収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
開
催

テ
ナ
ブ
ル
な
消
費
行
動
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、新
た
な
顧
客（
消
費
者
）へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
は「
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
」に

対
応
し
た
取
り
組
み
が
必
須
に
な
る
と
考
え

ら
れ
、令
和
４
年
度
の「
飲
食
店
に
お
け
る
食

品
廃
棄
物
削
減
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
削

減
の
取
り
組
み
の
好
事
例
の
収
集
・
手
法
の

検
討
」に
引
き
続
き
、令
和
５
年
度
飲
食
店
に

お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
の
検
討
及
び
食
材
調
達
、店
舗
運
営
の
省

エ
ネ
化
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
の
好
事
例
の

収
集
・
手
法
の
検
討
を
実
施
し
ま
す
。

①「
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
」へ
の
飲
食
店

の
取
組
み
モ
デ
ル
を
作
成

②「
飲
食
店
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク〈
食
材
調
達
・
店
舗
省
エ
ネ
化
編
〉」

（
仮
称
）の
作
成
、配
付

③
営
業
者
向
け
研
修
会
の
開
催

県
内
４
か
所（
中
部
２
か
所
、東
部
・
西
部

各
１
か
所
）で
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
会
場
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

業
務
の
実
施
方
法
等

営
業
者
向
け
研
修
会
の
開
催



７
月
５
日（
水
）、静
岡
市
の
静
岡
県
教
育

会
館
に
て「
支
部
長
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。第

１
部
は「
飲
食
業
の
集
客
と
Ｉ
Ｔ
活
用
」

を
演
題
に
、有
限
会
社
ア
イ
・
リ
ン
ク
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
　
代
表
取
締
役
・
加
藤
忠
宏
氏

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

消
費
者（
お
客
様
）は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
な
ど

の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
飲
食
店
を
探
し
て
い
る

実
例
、Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
情
報
発
信
の
必
要
性
な
ど
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、第
２
部
で
は
令
和
５
年
度
事
業

計
画
の
確
認
・
中
間
報
告
、「
ふ
じ
の
く
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
飲
食
店
認
証
制
度
」説
明
会
、「
障

害
者
差
別
解
消
法
」施
行
義
務
化
、「
令
和
５

年
度
業
務
改
善
助
成
金
」等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
２
日（
水
）、静
岡
市
・
パ
ル
シ
ェ
会

議
室
に
て「
事
務
担
当
役
職
員
研
修
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
長
倉
正
昭
税
理
士
事
務
所
長

倉
正
昭
税
理
士
を
講
師
に
招
き「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
・
電
帳
法
説
明
会
〜
令
和
５
年
度
税

制
改
正
の
内
容
・
日
本
税
理
士
会
連
合
会
の

提
言
に
つ
い
て
」の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
部
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
静
岡
支
店

融
資
第
二
課
長
白
田
誠
一
氏
を
講
師
に
招

き「
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度
と
事

業
承
継
支
援
の
取
組
み
」に
つ
い
て
講
話
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、事
務
局
よ
り「
ふ
じ
の
く
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
飲
食
店
認
証
制
度
」、「
障
害
者
差

別
解
消
法
」施
行
義
務
化
、「
令
和
５
年
度
業

務
改
善
助
成
金
」、「
令
和
５
年
度
の
組
合
事

業
、事
務
処
理
の
手
続
き
・
注
意
点
」等
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、最
後
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

支
部
長
研
修
会
を
開
催

事
務
担
当
役
職
員
研
修
会
を
開
催

①
令
和
５
年
度
業
務
改
善
助
成
金

事
業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金（
事
業
場
内

最
低
賃
金
）を
30
円
以
上
引
き
上
げ
、生
産
性

向
上
に
資
す
る
設
備
投
資
等
を
行
っ
た
場
合

に
、そ
の
設
備
投
資
等
の
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度

申
請
期
限
：
令
和
６
年
１
月
31
日

②
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金（
労
働
時

間
適
正
管
理
推
進
コ
ー
ス
）

２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
、賃
金
台
帳

等
の
労
務
管
理
書
類
の
保
存
期
間
が
５
年

（
当
面
は
３
年
）に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、労
務
・
労
働
時
間

の
適
正
管
理
の
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備
に

取
り
組
む
中
小
企
業
を
支
援
す
る
助
成
制
度

申
請
期
限
：
令
和
５
年
11
月
30
日

③
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金（
労
働
時

間
短
縮
・
年
休
促
進
支
援
コ
ー
ス
）

２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
、中
小
企
業

に
、時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、時
間
外
労
働
の
削

減
、年
次
有
給
休
暇
や
特
別
休
暇
の
促
進
に

向
け
た
環
境
整
備
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を

支
援
す
る
助
成
制
度

申
請
期
限
：
令
和
５
年
11
月
30
日

④
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金（
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
導
入
コ
ー
ス
）

２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
、勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル（
勤
務
終
了
後
、次
の
勤
務
ま
で

助
成
金
制
度
の
ご
案
内

に
一
定
時
間
以
上
の
休
息
時
間
を
設
け
る
こ

と
）で
働
く
方
の
生
活
時
間
や
睡
眠
時
間
を

確
保
し
、健
康
維
持
や
過
重
労
働
の
防
止
を

図
る
制
度
の
導
入
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
に
取

り
組
む
中
小
企
業
を
支
援
す
る
助
成
制
度
。

申
請
期
限
：
令
和
５
年
11
月
30
日

⑤
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

有
期
雇
用
労
働
者
、短
時
間
労
働
者
、派
遣

労
働
者
な
ど
の
、い
わ
ゆ
る
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
企
業
内
で
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
促

進
す
る
た
め
、正
社
員
化
、処
遇
改
善
の
取
組

を
実
施
し
た
事
業
主
に
対
す
る
助
成
制
度

（
労
働
者
の
意
欲
、能
力
を
向
上
さ
せ
、事

業
の
生
産
性
を
高
め
、優
秀
な
人
材
を
確
保

す
る
た
め
の
助
成
金
制
度
）

・
正
社
員
化
コ
ー
ス

・
賃
金
規
定
等
改
定
コ
ー
ス

・
賃
金
規
定
等
共
通
化
コ
ー
ス

・
賞
与
・
退
職
金
制
度
導
入
コ
ー
ス

・
短
時
間
労
働
者
労
働
時
間
延
長
コ
ー
ス

不
明
な
点
、ご
質
問
等
の
問
合
せ
先

①
〜
⑤
ま
で
の
助
成
金
制
度
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
先
は
、静
岡
県
労
働
局
ま
で
。
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●
詳
し
く
は
組
合
本
部
事
務
局

0
5
4（
2
5
2
）5
2
9
6
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

売上げ（年間）
5,000万円以下
1億円以下
1.5億円以下

2,300円
4,900円
7,400円

5,000万円
補償限度額 掛　金（年間）

経営の大切な基本です。どこの賠償共済でも、保険でもいいから必ず入ろう。
ごひいきにして頂いているお客様に対し、恩をアダで返すことの無いよう！

エコノミープラン 2022年8月現在

/安いのが魅力 / 毎月、加入できます！

しっかりとした衛生管理がなされていても、もしもの
時は大切なお客様へ充分な対応を確保できる事が
経営者としての義務であり、飲食店経営の繁栄と
継続につながります。
共済は、組合員の相互扶助で運営。だから掛け金が
安いのが魅力です。

お客様を守り
安心を提供できる
証となります！

平成24年8月1日まで有効
食中毒賠償加入の店

新総合賠償共済

食の
安心保証

もしもの時に、お客様を守る

厚生労働省認可団体 全　飲　連
岐阜県飲食組合・日本興亜損害保険（株）

対
象
者

静
岡
県
内
の
飲
食
店
、生
産
者

認
証
基
準

地
産
地
消
、こ
だ
わ
り
食
材
、環
境
配
慮
、

Ｕ
Ｄ
対
応
、地
域
貢
献
活
動

認
証
区
分

ゴ
ー
ル
ド
、シ
ル
バ
ー
、ブ
ロ
ン
ズ
の
３
区

分
。認
証
マ
ー
ク
は
、Ｈ
Ｐ
や
名
刺
等
で
活
用
。

認
証
の
有
効
期
間

約
３
年
間

※

認
証
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
を
経
過
し
た

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

・
食
品
ロ
ス
の
削
減
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

・
消
費
者
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

・
環
境
負
荷
の
軽
減

・
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、モ
ラ
ル
意

識
の
向
上

・
人
材
確
保

制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
静
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介

・
ふ
じ
の
く
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
シ
ス
テ
ム
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
生
産
者
を
検
索
で
き
る（
飲
食

店
と
生
産
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能
。）

・
認
証
マ
ー
ク
の
使
用
　
な
ど

制
度
の
概
要
・
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
ふ
じ
の
く
に
食
の

都
」ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の「
ふ
じ
の
く
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度
の
募
集
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

合
理
的
配
慮
と
は
、

事
業
所
に
対
し
て
障
害
者
か
ら
何
ら
か
の

配
慮
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、事
業
所
側
は
過

重
な
負
担
が
な
い
範
囲
で
、社
会
的
障
壁
を

取
り
除
く
具
体
的
支
援
を
行
わ
な
く
て
は
い

け
な
い
こ
と
。

対
象
と
な
る「
障
害
者
」と
は
？

身
体
障
害
の
あ
る
人
、知
的
障
害
の
あ
る

人
、精
神
障
害
の
あ
る
人（
発
達
障
害
や
高
次

脳
機
能
障
害
の
あ
る
人
も
含
む
）、そ
の
他
の

心
や
体
の
働
き
に
障
害（
難
病
等
に
起
因
す

る
障
害
も
含
ま
れ
る
）が
あ
る
人

合
理
的
配
慮
の
実
例

・
読
み
書
き
が
困
難
な
方
が
、タ
ブ
レ
ッ
ト

や
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
で
学
習
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

・
移
動
が
困
難
な
方（
肢
体
が
不
自
由
な
方
）

が
自
力
で
移
動
で
き
な
い
場
所
に
、ス

ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
。

・
指
示
理
解
が
困
難
な
方
に
、指
示
を
ひ
と

つ
ず
つ
分
け
て
伝
え
た
り
、イ
ラ
ス
ト
を

駆
使
し
て
説
明
す
る
。

・
疲
労
・
緊
張
し
や
す
い
方
の
た
め
に
、休

憩
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、業
務
時
間
等

を
調
節
す
る
。

・
筆
談
、読
み
上
げ
、手
話
な
ど
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、分
か
り
や
す
い
表

現
を
使
っ
て
説
明
す
る
。な
ど

不
明
な
点
、ご
相
談
、ご
質
問
等
の
問
合
せ
先

静
岡
県
障
害
者
差
別
解
消
相
談
窓
口

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
４̶

２
５
２̶

９
８
０
０

障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら「
合
理
的
配

慮
の
不
提
供
の
禁
止
」が
法
的
義
務
に

な
り
ま
す

主
　
旨

静
岡
県
は
、食
と
農
が
連
携
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、

生
産
者
・
飲
食
店
に
よ
る
社
会
貢
献
を「
見

え
る
化
」す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度
を
創
設

し
、令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

目
　
的

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
飲

食
店
を
静
岡
県
が
認
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、

付
加
価
値
の
向
上
と
事
業
者
及
び
消
費
者
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
識
醸
成
を
図
り
、持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
実
現
及
び
県
内
食
関
連
産
業

の
持
続
的
発
展
を
推
進
し
ま
す
。

「
ふ
じ
の
く
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

飲
食
店
認
証
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
す
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６
月
26
日
富
士
宮

市
民
文
化
会
館
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し

て
い
た
食
品
衛
生
管

理
運
営
基
準（
食
品

衛
生
法
）講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

約
２
３
０
人
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
食
中
毒
を

テ
ー
マ
に
富
士
保
健
所
の
講
話
を
聴
き
、適

正
な
食
品
衛
生
管
理
に
つ
い
て
認
識
を
高
め

ま
し
た
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、食
品
衛
生
に
お
け
る
管

理
方
法
の
一
つ
と
し
、原
材
料
の
仕
入
れ
か

ら
製
品
ま
で
の
各
工
程
の
中
で
、「
食
中
毒
や

遺
物
混
入
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
ポ
イ

ン
ト
を
見
つ
け
、重
点
的
に
管
理
す
る
こ
と

で
食
の
安
全
性
を
高
め
ら
れ
ま
す
。そ
れ
に

は
、衛
生
管
理
計
画
と
し
て
一
般
的
衛
生
・

重
要
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
の
計
画
表
を
作
成
し
、

そ
れ
ら
に
基
づ
き
確
認
・
記
録
し
ま
す
。冷

蔵
は
10
度
以
下
、冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
度

以
下
に
保
つ
こ
と
」な
ど
を
解
説
し
、最
後
に

衛
生
的
な
手
洗
い
法
を
強
調
し
て
終
了
し
ま

し
た
。平
野
支
部
長
は
、「『
富
士
宮
の
飲
食
店

は
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

コ
ロ
ナ
対
策
に
臨
ん
だ
、今
後
も
富
士
宮
市

の
協
力
の
下
、組
合
発
展
に
努
め
た
い
。」と

話
し
ま
し
た
。

富
士
吉
原
支
部
で
は
、「
家
康
ゆ
か
り
の
地
・

岡
崎
と
竹
膳
料
理
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、５
月
24

日
に
恒
例
の
慰
安
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
第
５
類
移
行
を
受
け
、晴
れ
て
制

限
な
し
の
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も

参
加
さ
れ
た
総
勢
27
名
は
職
業
柄
、マ
ス
ク

や
消
毒
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
対
策
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

岡
崎
城
・
大
河
ド
ラ
マ
館
な
ど
を
見
学
し
、

気
分
は
す
っ
か
り
戦
国
時
代
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
今
回
の
旅
の
も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
、

「
竹
膳
料
理
」を
い
た
だ
き
に
真
福
寺
へ
。筍

づ
く
し
の
昼
食
膳
を
い
た
だ
い
た
後
に
ご
祈

祷
を
し
て
い
た
だ
き
、次
の
目
的
地「
大
樹

寺
」で
は
、松
平
・
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
若
き

家
康
公
を
偲
び「
厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
」を
思

う
一
同
。

岡
崎
を
後
に

し
て
、島
田
市

「
ば
ら
の
丘
公

園
」で
一
息
つ

い
て
家
路
に
つ

き
ま
し
た
。慌

た
だ
し
く
も
楽

し
い
学
び
の
１

日
、来
年
も
ま

た
集
え
る
こ
と

を
願
っ
て
。

富
士
吉
原
支
部

◆
組
合
員
・
従
業
員
慰
安
旅
行

副
支
部
長
　畠
山
　寿

富
士
宮
支
部

◆
衛
生
講
習
会
開
催 支

部
長
　平
野
偉
政

りり

便便

支支

部部

り

便

支

部

島
田
支
部

◆
節
分
豆
ま
き
大
会
で
お
汁
粉
の
無
料
配
布

支
部
長
　浅
井
雅
広

島
田
支
部
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
営

業
自
粛
期
間
に
は
弁
当
や
惣
菜
等
の
販
売
イ

ベ
ン
ト
を
手
が
け
、ど
の
回
も
大
き
な
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
商
売
に

苦
戦
す
る
我
々
組
合
員
に
は
、大
き
な
糧
と

な
り
、感
謝
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、こ
の
感

謝
の
意
を
形
に
し
て
、市
民
の
皆
様
に
お
返

し
し
た
い
と
考
え
て
い
た
島
田
支
部
は
、島

田
お
び
通
り
の
節
分
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

お
汁
粉
の
無
料
配
布
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。開
始
前
よ
り
長
い
行
列
で
お
待
ち
い
た

だ
き
、用
意
し
て
い
た
４
０
０
杯
の
お
汁
粉

は
あ
っ
と
言
う
間
に
配
り
終
え
ま
し
た
。市

民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
へ
ん
有

意
義
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
市
民

の
皆
様
と
の
交
流
、日
頃
の
ご
協
力
へ
の
還

元
の
機
会
が
持
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
含
む
）に
適

用
さ
れ
る「
静
岡
県
最
低
賃
金
」が
改
正
さ
れ
、

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら「
時
間
額
９
８
４

円
」（
改
定
前
９
４
４
円
）と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、静
岡
労
働
局
賃
金
室

（
電
話
０
５
４‒

２
５
４‒

６
３
１
５
）又
は

お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」改
正
の
お
知
ら
せ

事
業
場
内
の
最
低
賃
金
引
上
げ
を
支
援
す

る
た
め
の「
業
務
改
善
助
成
金
」を
始
め
と
し

た
各
種
支
援
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、業
務
改
善
助
成
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
電
話
０
１
２
０‒

３
６

６‒

４
４
０
）ま
で
。ま
た
、「
静
岡
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
電
話
０
８
０
０‒

２
０
０‒

５
４
５
１
）で
は
無
料
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

各
種
支
援
策
の
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
生

産
向
上
を
図
り
、事
業
場
内
の
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
を
支
援
す
る「
業
務
改
善

助
成
金
」が
、令
和
５
年
８
月
31
日
よ
り
対
象

事
業
場
の
拡
大
や
小
規
模
事
業
者
へ
の
配
慮

等
の
拡
充
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先
は
、業
務
改
善
助
成
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
電
話
０
１
２
０‒

３
６

６‒

４
４
０
）ま
で
。

「
業
務
改
善
助
成
金
」拡
充
の
お
知
ら
せ
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振興事業貸付は随時受付中

1.05％～（5年以内・担保不要）

0.35%～ （当初3年間） ２０年以内
〈うち5年以内〉

20年以内
〈うち5年以内〉

1.25%～（5年以内）
2.05% （19年以上20年以内）

0.35%～ （当初3年間）
1.25%～（5年以内）
2.05% （19年以上20年以内）

1.85％（19年以上20年以内・担保不要）
0.90％～（5年以内・担保不要）
1.70％（19年以上20年以内・担保不要）

（振興事業促進支援融資制度に係る事業計画書提出者）

（振興事業促進支援融資制度に係る事業計画書　　
　　　・生産性向上に係る事業計画書　提出者）

組合員利用の際の設備資金

無担保・無保証人貸付（特相員による調査あり）

１.25％（１０年以内）
設備資金

１．25％（７年以内）  
運転資金

日本政策金融公庫 静岡支店☎054-254-4411　沼津支店☎055-931-5281　浜松支店☎053-454-2341

生活衛生関係営業経営改善貸付一般貸付金利 振興事業貸付金利 生活衛生関係営業経営改善貸付

利率

設　備　資　金

運　転　資　金

返済期間〈据置期間〉

2.10％～
（5年以内・担保不要）

2.90％
（19年以上20年以内・担保不要）  

一般貸付金利 振興事業貸付金利

日本政策金融公庫融資のご案内（組合員だけの特権です）

新型コロナウイルス感染症特別貸付

日本政策金融公庫融資のご案内（組合員だけの特権です）

商　社　名 〒代表者氏名 営　業　所 ＴＥＬ（上段）・FAX（下段） 取扱品目

信用と実績のある組合指定店を活用ください
令和5年4月現在

（令和5年9月1日改正）

（令和6年12月31日まで実施）

259-0303 神奈川県足柄下郡
　湯河原町土肥4-2-19

清酒（駿河繁盛）
ビール、ウイスキー

0465-63-1733
62-5977㈱ マ ス コ ー 代表取締役

丸塚　順子

410-0813 沼津市上香貫三貫地1173-12

静岡市葵区本通4-1-4

静岡市葵区常磐町2-6-8

055-931-3939
931-6104㈱リースサンキュー 代表取締役

國武　賢一

貸おしぼり､
玄関マット業務用雑貨
厨房用品一般

420-0064 054-251-3111
272-0344

㈱ 謄 文 堂 代表取締役
内山　賀之

各種ＯＡ機器
事務機器、
オフィス家具、文具

岐阜県大垣市浅草2-66

愛知県名古屋市中川区広川町5-1

503-0947

454-8514

0584-89-7777
89-7333

052-361-8475
361-5980

㈱ 大 　 光

㈱ミツウロコヴェッセル中部

代表取締役
社長
金森　　武

業務用スーパーアミカ
（浜松、磐田、掛川、浜松上浅田、
静岡青閑、静岡清水）他

電力、給油キャッシュレス化
（ENEOS FCカード）他

420-0031 静岡市葵区呉服町1-1-2
　静岡呉服町スクエア2F

054-254-2411
251-7824

損 害 保 険 ジ ャ パ ン
　静岡法人営業部
静岡法人支社

支社長
成瀬　祐一

保険全般
（自動車、自賠責、火災、
傷害総合等）

420-0034 054-273-4818
273-4949㈱ＴＯＫＡＩファシリティ営業部

代表取締役
社長
合谷　周一

セキュリティ
エネルギー、アクア
情報通信、住宅関連

420-0857 静岡市葵区御幸町11-30
　エクセルワード静岡ビル6F

㈱ ネ ク シ ィ ー ズ
静　岡　支　店

支店長
紺谷泰由紀
080-7976-4250

LED、空調機器・
厨房機器レンタルサービス

050-2018-8023
2018-8036

融資限度額8,000万円（別枠）・無担保
（令和5年  9月30日まで当初3年間-0.9%）
（令和6年12月31日まで当初3年間-0.5%）

（7）　第103号 令和 5 年 9 月28日



2020年４月１日から、法律により飲食店の店内は、
原則「禁煙」です。店内の状況を示す標識の掲示が必要です。

令和 5 年 9 月28日 第103号　（8）


